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2022年9月に保険適応となり、本年当院が長崎県
で先駆けて導入した前立腺肥大症を低侵襲に治療す
る新しい手術法、経尿道的水蒸気治療（Water Vapor 
Energy :WAVE）、Rezūmシステム（図１）についてご
紹介します。
方法は①適切な麻酔をした後、デリバリーデバイス

（図2）を尿道より挿入します。②デリバリーデバイスの
先端からは水蒸気を送り出す針が出るようになってお
り（図3,4）、内視鏡で確認しながら適切なところで針
を前立腺の肥大した組織に直接差し込み、水蒸気を
注入します。（図5-1）③水蒸気は、前立腺組織の間質
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と呼ばれるスペースの部分を伝って充満します。水蒸
気は約103℃ですが、前立腺は体温と同じですので、
水蒸気が前立腺細胞に触れて温度が下がることで、水
蒸気治療を行った部分が約70℃になります。この過程
で治療部分の前立腺細胞は破壊され、その後約1～3
か月かけて自然に体内に吸収されていきます。こうして、
肥大していた前立腺が小さくなり、前立腺肥大症から
くる下部尿路症状が緩和されます。（図５-2，3）
1か所にかかる治療時間は9秒、全体の手術時間も
10分程度です。出血も少なく、欧米では日帰り手術を
行っているところもあります。
この手術は合併症のリスクが高い方や高齢、認知機
能障害など術後の身体機能低下リスクが高い方で、従
来の経尿道的に電気メスややレーザーによる切除手術
に適さない方が適応となり、抗凝固剤服用中の方にも
注意すれば休薬せずに施行できるといわれています。
これまでとは異なる対象患者さんに低侵襲手術を
行って、排尿状態の改善や、カテーテル留置からの離
脱を進めることが期待できます。
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Q:看護師を目指されたきっかけを教えてください？
A： 体育教師である父と看護師である母の背中をみ
て育ったため、物心がついた時には、どちらかの
道を歩もうか考えていました。学生時代、体育会
系の部活動に明け暮れる日々を過ごし満足した
からか、気がつけば看護師を目指していました。

Q：認定看護師教育課程を修了されたとのことです
が、受講したきっかけは何ですか？

A： 高度救命救急センターで経験を積み重ねる中で、
急性期看護の質の向上や実践能力を備えた看護
師の育成、救急領域での加算の充実化が課題と
して挙げられました。その課題達成の第一段階
として、実践・指導・相談の3つの役割をもつ認
定看護師の取得が必要であると考え、受講を決
意しました。

Q：研修はどうでしたか？
A： 他院の猛者達と共に勉学できることがとにかく
刺激的でした。自分の中で当たり前だと思って
いたことが違ったという事実に直面し、へこむ
こともありましたが、逆に自信をもてるきっか
けにもなりました。また、急性期看護に関する知
識や技術の修得に限らず、組織分析を通した戦
略検討、教育や倫理に関して学びを深めること
で、スペシャリストとして知識や技術を蓄積す
るだけでなく、多角的な視点と広い視野を身に
つけることができました。研修で同じ目標をも
つ仲間ができたことがかけがえのない財産とな
りました。

Q：現在はどのような仕事をしていますか？
A： 認定看護師として看護を実践するだけでなく、院
内全体の学習会やシミュレーションの企画・運営、
RSTやMETの活動の一部としてクリティカルケ
ア領域における相談を受けています。

Q：仕事で大切にされていることは何ですか？
A： 常に意識していることは、手段を目的化しないこ
とです。日々患者さんの個別性を活かした目標に
向け、看護ケアの立案と実践をしています。しかし、
目標を実現するために看護ケアを選択したにも関
わらず、それを実践すること自体を目的化してし
まいがちです。常に患者さんの目標を振り返りな
がら看護実践をすることを意識し、手段を目的化
しないように心がけています。

Q：今後のキャリアプラン、目標を教えてください。
A： まずは、上記に示した目的を達成できるまで、泥
臭く働きます。（笑）　実践だけでなく、将来的に
は研究を専門的に学習したいという気持ちもあ
ります。認定看護師として活動をしながら、高度
実践看護師の取得やDNP・研究者コースの選択
なども視野にいれ、地域と時代の需要にあった
キャリアプランの
形成をしていきた
いです。余談では
ありますが、最終的
には小料理屋を営
みたいです。（笑）
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